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金属のナノ構造は、光センサー、太陽電池等への様々な応用が期待されている。我々は、膜の

脱濡れによる自己組織化現象を用いた金属ナノ構造薄膜の新たな作製手法を開発した[1]。本手法
は、貴金属薄膜に熱処理を施す際、基板との間にシード層を挿入することで、脱濡れ（熱凝集）

現象を変化させて、自己組織化を図る薄膜作製手法である。本手法を用いて、今回、Si 酸化基板

上の Au 薄膜に関して、Ti シード層を挿入した場合の脱濡れ現象や、脱濡れ後に形成されるナノ

構造物の違いについて着目し研究を行った。	 

試料は DC マグネトロンスパッタリング法を用いて作製した。アモルファス SiO2/Si(001)基板
上に Ti シード層（1	 nm）、Au 層（5	 nm）の順に室温蒸着後、真空中で熱処理（継続時間は 5 時間）

を行い、薄膜の脱濡れ（熱凝集）を施し、熱処理後の表面構造を AFM 観察した。XRD、AES、XPS、

EBSD を用いて、Ti シード層の有無による Au 薄膜の構造の違いについて詳細に分析した。	 

Fig.1 は、(a,	 c)Au 単層膜と(b,	 d)Au/Ti 二層膜を室温で蒸着した後、(a,	 b)250℃と(c,	 d)450℃

で熱処理した後の表面 AFM 像（1	 µm	 ×	 1	 µm）である。250℃で熱処理した場合、(a)の Au 単層膜

は脱濡れがあまり進んでおらず、表面が数百 nm サイズの粒状の島で高密度に覆われている。一方、

(b)の Au/Ti 二層膜は膜の脱濡れが進み、大きな Hole が形成されている。熱処理温度を 450℃に

上げると、(c)の Au 単層膜も

(d)の Au/Ti 二層膜もナノド

ット化に至っているが、膜の

表面被覆率は(c)＞(d)であ

り、(d)の方が膜の脱濡れが

進行している。XRD 等の解析

結果により、Ti シード層用い

た Au ナノドット方が、Au 単

層膜より形成されたものよ

り、結晶性が良いことが示さ

れた。よって、Ti シード層の

導入により、Au 薄膜の脱濡れ

や形成される Au ナノドット

の結晶性が改善されること

が判明した。この要因に関し

ては、Ti シード層の酸化に起

因するものであると考察し

ている。	 
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Fig.1 AFM image of (a, c) Au(5 nm) and (b, d) Au(5 nm)/Ti(1 nm) films on 
amorphous SiOx/Si(001) substrates after 5 hours annealing at (a, b) 250 ˚C 
and (c,d) 450 ˚C. 
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